
○難治性疾患克服研究事業等                    １０２億円（１０２億円） 
   難病の診断・治療法の開発を促進するため、難病に関する調査・研究や「健康長寿社
会実現のためのライフ・イノベーションプロジェクト」を引き続き推進するとともに、
国際ネットワークへの参加等を通じて、疾病対策の国際的連携の構築を図る。 
 また、希少性のなかでもきわめて患者数の少ない疾病の医薬品や医療機器の研究開発に対 

する支援を行い、製品化を推進する。 

 
○特定疾患治療研究事業                 ４４０億円（３５０億円） 
   原因が不明であって、治療法が確立していない特定疾患に関する医療の確立、普及を
図るとともに、患者の医療費の負担軽減を図る。 
 
○難病対策の推進のための患者データ登録整備事業（新規）１５２百万円（ ０百万円） 

  難病患者テータの精度の向上と有効活用、国際協力の推進を図るため、新たに患者データ登 

録システムを開発し、患者・国民・医療現場に成果を還元できる仕組みの構築を図る。 
 
○難病相談・支援センター事業            １４４百万円（１６６百万円）     
   難病患者のもつ様々なニーズに対応したきめ細かな相談支援が行えるよう、都道府県
毎の活動拠点となる「難病相談・支援センター」を設置し、地域における難病患者支援
対策を一層推進する。 

 
○重症難病患者入院施設確保事業           １４０百万円（１５４百万円） 
   都道府県毎に難病医療連絡協議会、難病医療拠点病院・協力病院を設置し、入院治療
が必要となった重症難病患者に対する適切な入院施設の確保等を行う事業に加え、在宅
療養中の重症難病患者のレスパイト入院のための病床を確保するための事業を行うこと
により、病院医療体制の整備を図る。 
 
○難病患者の在宅医療・介護の充実強化事業        ４３百万円（ ４５百万円） 
   在宅医療・介護を必要とする難病患者が安心・安全な生活を営めるよう、在宅難病患
者の日常生活支援の強化のため、医療・介護従事者研修の実施や、各都道府県の難病相
談･支援センター間のネットワークを構築するなど、包括的な支援体制の充実・強化を図
る。 
 
○難病患者サポート事業                                １８百万円（ ２０百万円） 
   患者・患者家族の療養や生活上の不安、ストレスを解消するため、患者団体等を対象
にサポート事業を実施し、難病患者支援策の充実を図る。 
                                                         
                                        
 
                                                                    計 ５４９億円（４５９億円） 

平成２５年度 主な難病対策に関する予算（案） 

（参考） 「平成25年度における年少扶養控除等の見直しによる地方  
財政の追加増収分等の取扱い等について」（平成25年1月27日 

三大臣合意（総務大臣、財務大臣、厚生労働大臣））（抄） 
  「（１）特定疾患治療研究事業については、平成26年度予算に 

  おいて超過負担の解消を実現すべく、法制化その他必要な措置 

  について調整を進めること。」 

資料４ 


